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1. 1まえがき

白浜．下里．美星の 3水路観測l所 ('Lj甘いて．光電辛子よび眼視Vてよる星食観測を実施しているが．現行の光

電星食記録Kベン書きオシログラフを用いる方法では．時間分解能は 100分の 1秒程度が限界と在っている。

米国テキサス大学や東京大学では．アナログ／ディジタル変換器（ ADコンパータ〕をマイクロコンピュー

タK結合して. 1000分の 1秒以下の分解能で星食観測を記録する試みが念されている。下里水路観測所で

は，口径62cmの天体望遠鏡の制御用マイクロコンピュータ KA Dコンパータを付加して．光電星食観測の

1万点のサンプリングを最小時間分解能 35マイ クロ秒で記録できる高分解能ディジタル記録、ンステムを製

作し．とれを星食のJレーチン観測K用いたので報告する。

2 記録装置

使用したマイクロコン

ピュータは，Cp Uとし

てZ80Aを採用してい

るPD S一皿 A（国際デ

ータ機器）で， 48 KBの

メモ 1）. フロッピーディ

スク 2台．望遠鏡台よび

ディジタル時計とのイン

ターフェースを備えてい

る。周辺機器としては．

CR Tターミナルと プリ

ンタカZある。とσコマイク

ロコンピュ ータの空きス

ロットvc.1 6チャンネ

ル用ADコンパータ，H

一
ゐ

k

トア

k

第 1図機器構成及び混合器の回路
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-19-14, （分解

能 12ピット ．国際デ

ータ機器）を付加した。

ヅャンパ線により，入

力電圧レンジの土 10 

v.土5v. ± 2.5 v. 
0-lOV, 0-5V 

の選択．サンプノレホー

ノレト＼ステータスチェ

ック．出力コード切換

え念どが行える。

光電管からの信号は，

場幅後，ペンオシロ K

記録すると共K分岐し．

ディジタル時計からの

秒信号と合成してとの

コンパータの同一テャ

ンネルK入力している。

との方法には．サンプ

第1表 A Dコンパータ駆動アセンプラ

リス卜

0100 
0080 = 
3000 = 
0100 210030 
0103 0664 
0105 OE64 
0107 3E80 
0109 D380 
OIOB D382 
010D DBSO 
OIOF E640 
0111 CAODOI 
0114 DBSI 
0116 77 
0117 23 
0118 DB82 
OllA 77 
01 IB 23 
OllC 1699 
OllE 15 
01 lF C21日1
0122 D381 
0124 OD 
0125 C20D01 
0128 OE64 。12A05 
012B C20D01 
012E C30000 
0131 
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1図のとなり。

てるとと念どの利点がある。機器構成なよび混合器の回路は．第

3. プログラ ξング

PDS 目Aは， OSとしてCP/M（ディジタルリサーチ）

を採用している。 ADコンパータの駆動は．アセ ンプラで行つて

なり．そのリストを第 1表に示す。 Dv Nを80Hと定義して．

OUT DVN Kより ADコンパータのスタート ． IN DVN 

+1で上位8ピット中の 4ピット ， IN DVN+2で下位8ピ

ットの入力を行い． 2万パイト． 1万点のサンプ リングを行って

第 2表 プロッ ト用BASI Cプログラ

読む。メモリ内の全データは. SAVE n B DATA VCより ．ファイル名 DATAとして 100番地から

nページ（ n×256 パイト ）分まとめてタ・イレクト メモリアクセスでB側のフ ロッピーデ ィスク K移され
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A:DAT AでフロッピーディスクからもとのメモリDDT る。とれは，デパッガ（ DDT）を用いて．

へ戻すととができる。

観測結果4. 

星食観測の予報時刻の直前(tLCR Tターミナルのキーを押すζ とUてより始まる。時間分解能

秒．通常の 570マイクロ秒ステップの場合Kは 5.7秒で終了する。第2図K

4. 7等星の出現例を示す。 ζの記録は．

A D変換は．

3 5マイクロ秒の場合は 0.35

白色光の場合の月縁による回折パターンをよく表わ

してお‘り，透過波長域を狭くすると波形形状が顕著になる ζ とが知られている。この回折パターンから現象

星の直径が推定でき，また，この波長と月の運動から現象点の月縁の傾斜角を求めることができる。

は月齢 98 %. 

., 村 i.. 

I fl 1 5 2 0 

I 9 8 3年 7月 26日

星名： SA 0 
等級： 1 7 
1見量：出現
月齢： 90-
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AD変換記録例

主IJ時

第 2図

ベン書き及びAD変換による観測の比較第 3表

時払守差（ベンーAD)
秒

S/N ぺン精度
秒

S/N A D精度
秒、

等級現象月齢
% 

T 
時

J s 
日 分

7 

+ 0 002 

+ 0 00 2 

-0 00 2 

+0.001 

-0.003 

-o .001 
0 004 

+ 0 00 2 

十 0 001 

1 8 

1 3 . 2 

2.8 

6 8 

2 . 1 

3 5 

2 1 

6 6 

2 3 

土 0 03 

土 0 0 1 

土 0. 0 2 

土 0 0 1 

土0 0 1 

土 0• 0 1 

土 0.0 1 

土 0• 0 1 

土 0. 01 

1 7 

7 • 1 

2.4 

5. 8 

0 8 

2 1 

1 . 1 

4 0 

2 0 

土 0.031

土 0 001 

土 0. 0 0 1 

土 0.0 05 

土 0.002

土 0.004

土 0.0 1 0 

土 0 00 4 

土 0 007 

5 • 7 

4 7 

4 8 

4 7 

4 3 

6. 9 

8 2 

6 1 

6 7 
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98 
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97 

8 1 

13 

98 
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12 

29 

1 2 

4 6 

40 

35 
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4 

1 9 

2 1 

30 

6 

1 3 

23 

26 

27 

6 

月
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7 

8 
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D 
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7 8 

77 

1 4 
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1 9 
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1 8 

29 
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星食現象の時刻は，光の回折理論から平均波高の 4分の 1の高さ K達する時刻とされるが．とれは，同図

右側のよう左，現象を挟む2つの秒信号から算出される。第 3表Kは.8月末までK観測 した記録Kついて．

A D変換とペン書き Kよる場合の比較を婦げる。 AD変換？て よる光電星食記録は．ベンオ γ ロの波形より正

確．かつ弔い周期で記録できてなり ，ノレーチン化が可能となっている。今後は．光学フィノレタを用いると共

vc.より速い周波数帯域の増幅器を用いて．波形形状の顕著を回折パターンの記録を取り，現象星の直径．

月縁の傾斜角を求めたいと考えている。とのための．データ処理の手法の開発も逐次行ってゆきたい。
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